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山

幸

海

幸

水
の
神
～

や
ま
さ
ち

う
み
さ
ち

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
…
と
申
し
ま

し
て
も
皆
様
の
お
手
許
に
届
く
頃
に
は
、
秋
の
気

配
忍
び
寄
る
頃
に
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
年
々
ま

こ
と
に
酷
暑
の
増
す
心
地
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
と
き
、
帽
子
の
下
に
梶
や
桑
の
葉
な
ど

の
大
葉
一
枚
置
く
だ
け
で
も
、
熱
中
症
予
防
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。
（
毎
年
夏
号
に
は
載
せ
て
お
り

ま
す
）

私
は
起
き
て
半
畳
、
寝
て
一
畳
の
た
と
え
に
似

て
、
ほ
ん
に
わ
び
住
ま
い
で
の
起
き
臥
し
に
ご
ざ

い
ま
す
が
、
九
十
九
里
の
海
近
く
に
住
ま
い
し
、

波
音
を
聴
き
た
く
な
れ
ば
、
さ
っ
と
車
を
走
ら
せ

十
五
分
ほ
ど
で
大
海
原
を
満
喫
で
き
、
夜
空
が
満

月
で
あ
れ
ば
、
大
潮
に
遊
ぶ
貝
や
小
蟹
の
戯
れ
に

心
を
遊
ば
せ
て
お
り
ま
す
。

私
の
多
忙
さ
を
御
心
配
く
だ
さ
る
言
葉
を
事
あ

る
ご
と
に
賜
り
ま
す
。
有
難
い
こ
と
に
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
鈍
感
力
も
手
伝
っ
て
い
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
忙
中
閑
の
過
ご
し
方
の
天
才
の
よ
う
で
す
。

い
え
、
い
い
え
、
天
才
な
の
は
私
で
は
な
く
雄
大

な
大
自
然
の
営
み
が
醸
し
出
す
波
動
、
即
ち
治
癒

力
で
す
。
家
に
在
る
時
は
、
海
辺
に
遊
び
、
山
に

在
る
と
き
は
日
も
す
が
ら
、
川
の
流
れ
の
傍
ら
に

心
遊
ば
せ
て
お
り
ま
す
。

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
忙
中
閑
、
閑
、
閑
で
ご

ざ
い
ま
す
。
閑
と
い
う
一
時
の
恵
み
に
感
謝
し
、

元
気
の
気
、
気
の
元
の
気
を
大
自
然
の
波
動
に
抱

か
れ
て
、
私
の
免
疫
力
、
快
復
力
は
生
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

自
然
の
営
み
と
の
語
ら
い
は
饒
舌
で
す
。
尽
き

る
こ
と
の
な
き
山
の
滝
音
、
海
の
波
音
、
山
に
て

は
山
の
幸
を
！
海
に
て
は
海
の
幸
を
！
季
節
折
々

の
出
会
い
物
同
士
を
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
る
、
こ

の
上
な
く
有
難
き
恵
み
に
感
謝
の
日
々
に
ご
ざ
い

ま
す
。

季
節
が
運
び
く
れ
る
力
、
人
の
手
を
加
え
る
余

地
の
な
い
ほ
ど
の
完
全
さ
で
呼
応
し
あ
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
れ
で
も
貧
乏
性
な
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

御
縁
を
賜
っ
て
い
る
二
割
ほ
ど
の
方
々
が
、
御
両

親
や
御
主
人
の
介
護
の
日
々
、
更
に
三
割
ほ
ど
の

皆
様
が
御
自
身
と
の
な
ん
ら
か
の
病
と
戦
い
の
日

々
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
の
苦
し
み
と
悲
し
み
を

背
負
っ
て
い
る
皆
様
に
は
さ
さ
や
か
に
祈
る
こ
と

し
か
で
き
ぬ
無
能
者
に
ご
ざ
い
ま
す
。

な
れ
ど
、
ど
う
ぞ
時
間
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ら
、
山
に
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

瀧
の
音
を
聴
き
、
し
ば
し
清
流
の
流
れ
に
心
を
遊

ば
せ
て
く
だ
さ
い
。
近
く
に
は
温
泉
も
あ
り
ま
す
。

…
と
云
い
つ
つ
も
今
夏
は
あ
れ
や
こ
れ
や
と
お
ろ



お
ろ
し
て
い
る
う
ち
に
山
籠
も
り
の
準
備
も
ま
ま

な
ら
ず
、
充
分
な
お
持
て
成
し
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
四
人
の
皆
様
が
、
水
汲
み
小
屋
に
御
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
毎
年
、
八
月
一
日
か
ら
五

日
ま
で
は
山
中
湖
近
く
の
道
志
村
の
水
汲
み
小
屋

に
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
十
人
ほ
ど
の
時
も
あ

れ
ば
、
お
一
人
の
日
も
、
五
、
六
人
の
と
き
も
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
御
都
合
任
せ
、
思
い
思
い
に
水

を
汲
み
、
一
服
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
ら
…
と
、
忙
中
閑
、
閑
！
水
の
神

様
に
も
出
逢
う
心
地
し
て
、
清
き
水
に
感
謝
！
自

然
の
雄
大
な
営
み
に
頭
を
垂
る
る
、
そ
の
よ
う
な

日
が
一
年
に
一
度
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
宜
し
い
か
し

ら
…
と
思
い
、
水
汲
み
小
屋
を
開
放
し
て
お
り
ま

す
。幼

き
頃
よ
り
持
ち
合
わ
せ
少
な
き
身
な
が
ら
、

自
然
の
恵
み
豊
か
な
所
に
身
を
寄
せ
、
ま
る
で
宿

借
り
の
よ
う
に
生
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
故

に
お
人
よ
り
快
復
が
早
い
体
を
養
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

皆
様
も
ど
う
ぞ
疲
れ
を
た
め
込
ま
ぬ
う
ち
に
上

手
に
自
然
の
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
御

自
身
を
解
放
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

地
球
上
の
大
先
輩
は
樹
木
で
す
。
森
羅
万
象
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
な
べ
て
、
清
き
水
涌
く
所

な
く
し
て
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
清
き

水
か
ら
は
清
き
波
動
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

人
間
様
も
体
の
七
十
％
は
水
な
の
で
す
か
ら
、
こ

の
よ
う
に
清
き
水
が
流
れ
て
い
な
く
て
は
い
け
な

い
の
だ
…
と
。

先
号
で
は
太
陽
を
一
杯
浴
び
た
野
菜
を
し
っ
か

り
食
べ
、
生
命
素
の
力
を
戴
き
ま
し
ょ
う
…
と
、

葉
力
素
の
大
切
さ
を
お
咄
し
し
ま
し
た
が
、
私
達

が
生
き
て
い
く
上
で
最
も
大
切
な
物
、
そ
れ
は
水

で
す
。

水
あ
る
と
こ
ろ
に
人
あ
り
、
人
類
の
原
点
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
私
達
は
も
っ
と
も
っ
と
水
の
声
を

聴
き
、
水
と
語
り
合
う
時
を
持
ち
た
い
と
、
特
に

こ
の
頃
強
く
思
い
ま
す
。

一
服
の
お
茶
ま
ず
は
清
き
水
、
旨
し
水
あ
っ
て

始
め
て
適
う
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
る
前
の
受
精
卵
の
と
き
は

九
十
九
％
が
水
だ
そ
う
で
す
。
健
康
な
人
体
は
七

十
％
の
水
、
な
れ
ば
ほ
と
ん
ど
水
で
出
来
て
い
る

と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
死
ぬ
と

き
は
よ
く
枯
れ
る
よ
う
に
死
ぬ
と
云
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
頃
に
は
五
十
％
を
切
る
の
か
し
ら
…
？
だ
と

す
れ
ば
、
清
い
天
然
の
水
を
い
つ
も
沢
山
飲
む
よ

う
に
心
掛
け
れ
ば
脳
に
も
酸
素
が
行
き
届
き
、
齢

を
と
る
の
も
少
し
は
防
げ
る
の
か
し
ら
…
？
人
間

の
体
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
い
、
い
や
い
や
案
外
、
清
き
水
涌
き
出
ず
る
所
、

命
う
る
お
い
、
心
調
う
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
、

当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ず
や
も
…
。

清
き
水
を
汲
み
、
飲
み
、
水
々
し
い
（
瑞
々
し

い
）
感
性
を
養
う
。
そ
の
よ
う
な
一
服
の
時
で
あ

り
た
い
で
す
ね
。
皆
様
と
共
に
！

山
に
在
れ
ば

山
に
声
あ
り

こ
の
夕
べ

海
に
憩
い
て

海
の
声
聴
く

鶴
女

令
和
元
年

夏



お
知
ら
せ
と
お
詫
び

九
月
十
三
日
よ
り
十
月
十
五
日
ま
で

ド
イ
ツ
出
張
中
に
つ
き
、
茶
事
以
外
の

各
教
室
は
全
て
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

御
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
八
月
休
講
予
定
で
し
た
羅
漢
寺

そ
の
他
の
各
教
室
は
左
記
の
通
り
、

八
月
末
に
連
続
し
て
行
い
ま
す
。

十
月
の
教
室
に
つ
い
て
も
実
施
期
日

に
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
意

く
だ
さ
い
。

教
室
の
御
案
内

八
月
二
十
一
日
（
第
三
水
曜
）
柏
泉
亭

八
月
二
十
三
日
（
第
四
金
曜
）
市
川
会

八
月
二
十
四
日
（
第
四
土
曜
）
羅
漢
寺

い
ず
れ
も

午
前
十
時
か
ら
正
午

昼
食
後
解
散

会
費

五
千
円

湯
河
原
教
室

口
悦
会

八
月
、
九
月
は
休
講
で
す
。

十
月
二
十
日
（
第
三
日
曜
）

旬
の
食
材
を
楽
し
む
会

十
月
二
十
一
日
（
第
三
月
曜
）

利
休
会
記
を
読
み
解
く
会

会
費

一
日
五
千
円

二
日
間

八
千
円

申
込
は
、
事
務
局

服
部

宏
子

様

神
奈
川
県
足
柄
下
郡

湯
河
原
町
宮
下
７
５
７
ー
３

０
４
６
５
ー
２
０
ー
５
９
３
２

栃
木
教
室

口
悦
会

（
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
）

八
月
、
九
月
は
休
講
で
す
。

十
月
十
七
日
（
第
三
木
曜
）

そ
の
他
教
室

柏
泉
亭

十
月
十
六
日
（
第
三
水
曜
）

市
川
会

十
月
十
八
日
（
第
三
金
曜
）
」

羅
漢
寺

十
月
十
九
日
（
第
三
土
曜
）

東
金
教
室

長
月
の
茶
事
（
重
陽
）

九
月
八
日
（
第
二
日
曜
）
正
午

九
月
九
日
（
第
二
月
曜
）
正
午

九
月
十
日
（
第
二
火
曜
）
正
午

席
入

午
前
十
一
時
半

点
前
担
当
、
者
、
水
屋
実
習
者

午
前
九

時
八
時
半
に
大
網
駅
に
お
迎
え
に
上
が
っ
て

お
り
ま
す
。

神
無
月
の
茶
事
（
名
残
）
は
お
休
み
で
す
。

会
費

一
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
者
）

一
万
二
千
円
（
単
発
参
加
者
）

○
連
日
研
修
者
は
、
翌
日
は
五
千
円
参
加
で

○
宿
泊
希
望
者
は
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
七
名
ま
で
一
泊
二
千
円
で
す
。



九
月
の
京
都
教
室
の
詳
細

会
場
：
大
徳
寺
瑞
峯
院
内
余
慶
庵

八
月
三
十
一
日(

土)

準
備

午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
午
前
七
時
、

搬
入
手
伝
い
は
都
合
の
付
く
ス
タ
ッ
フ
）

九
月
一
日(

日)

重
陽
茶
事
実
習

準
備

九
時

席
入

十
一
時
半

九
月
二
日(

月)

一
日
と
同
じ

茶
事
教
室
会
費

二
万
円
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

二
万
三
千
円
（
年
三
回
以
上
参
加
）

二
万
五
千
円
（
単
発
参
加
者
）

※
連
日
参
加
者
の
会
費
に
つ
い
て
、

一
日
分
は
正
規
の
会
費
、

他
の
日
は
一
日
五
千
円
の
研
修
費

と
な
り
ま
す
。

九
月
三
日(

火)

重
陽
節
供
点
心
作
り

（
午
前
九
時
～
正
午
）
優
食
会

都
合
の
つ
く
方
は

（
午
後
二
時
～
午
後
五
時
）
片
付
、
掃
除

優
食
会
会
費

連
日
参
加
者

五
千
円

単
発
者

一
万
円

宿
泊
場
所

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
イ
ル
ヤ

一
泊

五
千
円
（
朝
・
夕
食
込
み
）

き
ら
ら
山
荘(

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス)

シ
ン
グ
ル
一
泊
六
千
五
百
円
～

※
利
休
会
記
を
読
み
解
く
会
は
、

宿
に
て
夕
食
後
午
後
七
時
～
午
後
九
時

三
十
一
日
～
三
日
ま
で
の
四
日
間

会
費

茶
事
参
加
者
無
料

読
み
解
く
会
の
み
参
加
者

一
日

二
千
円

二
日
間

三
千
円

三
日
間

四
千
円

四
日
間

五
千
円

珠
洲
焼
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

十
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日
（
金
～
日
）

能
登
半
島
先
端
の
珠
洲
市
に
て
、
茶
事

及
び
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
準
備
の
た
め
二
十
三
日
に
は
珠
洲
入
り
）

お
問
い
合
わ
せ
は
珠
洲
市
観
光
交
流
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
８
ー
８
２
ー
７
７
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
６
８
ー
８
２
ー
５
２
２
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
講
演
の
お
知
ら
せ

九
月
十
二
日
（
木
）
十
時
半
～
正
午

松
本
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー


